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㈱キャピタル・アセット・プランニング
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サン キュー 老 後

ビジョン

Fintechにより

豊かな老後と円滑な相続・事業承継の創造
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日本の課題Ⅰ

家計金融資産の株式・投資信託の比割が低い
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➢ 我国の家計金融資産(約1,800兆円)の52％(約940兆円)が現預金。
米英に比べ株式・投信等の割合が低く、家計金融資産の伸びは低い水準(運用による増加に大きな差)。

➢ 近年の推移を見ても、我国における現預金優位の状況は大きく変わっていない。すべてはアセットアロケーションの差。

各国の家計金融資産構成比 20年間の各国の家計金融資産の推移
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の部分は間接保有を含む株式・投信投資割合

出典：FRB、BOE、日本銀行資料より金融庁が作成したものを弊社加筆
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< 米 国 > < 英 国 > < 日 本 >

出典：FRB、BOE、日本銀行資料より金融庁が作成したものを弊社加筆(注)1995年＝1(英国のみ1997年)とする

Fintechにより日本人のアセットアロケーションを改善しないと豊かな老後はない！



日本の課題Ⅱ

大相続時代の到来
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毎年50兆円の資産が
相続により次世代へ移転

リスク許容度に合わせた資金運用
(適切なアセットアロケーション)

相続税対策
(できれば税額を軽くしたい)

＝ 課題 ＝

円滑な財産分割
(兄弟仲良くいかに分けるか？)

相続税納税準備
(10ヶ月以内にいかに支払うか？)

＝ 現象 ＝

最適な組み合わせをCAPシステムで解決

⚫ ラップ？
⚫投資信託？(ETF等)
⚫一時払い終身保険？
⚫一時払外貨建て個人年金保険？

サンキュー老後の世界

15年後 有価証券の15％が
認知症の個人が保有

＋
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金融商品の仲介業者であるIFAへ

3つのシステムを使用料課金で提供

3つのシステムをAWSから提供し、IFAの地位を向上させIFAと顧客のヒューマ
ンリレーションにより日本人のアセットアロケーションを変える

リスク許容度に基づく最適資産配分案を構築したい資産家向け

アセット アロケーション

現役世代の資産形成や退職後の夢・イベントの実現を希望されるゴールベースプラン

Design Your Goal

全資産の見える化を行う富裕層・資産家向け

Wealth Management Workstation

対象顧客と対応システム
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⚫ 毎年約50兆円もの資金が相続により次世代に移動し
相続時代が到来しており、相続を巡る事件件数は上昇傾
向にある。事前の対策がとれておらず、家計の一覧を知る
瞬間は死ぬ瞬間となっている。

⚫ 個別分析の対策と分析だけではなく、そのファミリーの資
産全体に対する全体最適性を追求。

全体最適が実現できるエステートプランシステムが必要

「 Wealth Management Workstation 」のコンセプト
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「 Wealth Management Workstation 」の特長

ポイント1

ポイント2

ポイント3

全資産と見えざる債務の「見える化」を実現

✓ 全資産に対する「一次・二次相続税未払額」をシミュレーションし、問題の見える化、
ギャップの見える化を行います。

✓ 流動性の高い資産から、相続税の納税が行えるのかどうか見える化を行います。

分割方針・納税可能性を「見える化」を実現

✓ 相続人一人ひとりの相続税の納税可能性を分析します。引継いだ金融資産で相続税の支
払可能かを検証します。

✓ 現在のリスク分析と選択すべき対策を表示してヒントの見える化を示します。

✓ 相続人の財産の分割割合を検証します。

相続税評価引下げ対策による効果の「見える化」を実現

✓ 二次相続まで想定し、配偶者の最適な相続割合を分析します。

✓ 贈与税と相続税の負担額を比較し、最適な贈与額を分析します。
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「 Wealth Management Workstation 」の構成
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「見える化」までの２つのプロセス（簡易シミュレーション）

ヒアリング 情報入力

ご提案

⚫ 相続税納税可能性 → 受取人を指定した生保・年金

⚫ そのために金融資産が必要 → 金融ポートの維持

⚫ 暦年贈与が必要 → 子・孫の口座設定

⚫相続税試算

⚫全資産の把握（金融資産、
生命保険、不動産、自社株）

⚫ 家族構成

⚫ ファイナンシャルゴール

⚫ リスク許容度診断

⚫ 保有資産の確認

ヒアリングした内容を入力

⚫ ご家族情報

⚫ ファイナンシャルゴール

⚫ リスク許容度診断

⚫ 保有金融資産

⚫ その他資産

（20分） （15分）

（5分）

１．簡易シミュレーション（法定相続割合で試算）
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「見える化」までの２つのプロセス（詳細シミュレーション）

２．詳細シミュレーション（相続人を指定して試算）

詳細情報
入力

現状分析

対策

⚫ 各保有資産の詳細情報を入力

⚫ 不動産（小規模宅地の設定も可）、
自社株の相続税評価額の試算が
可能

⚫ 各保有資産の相続人を設定

⚫ リスク許容度診断

⚫ 保有資産の確認

⚫ ポートフォリオ分析

⚫ 保険分析

⚫ 税務分析

⚫ リバランス、
リアロケーション

⚫ 保障が不足した場合
の対策と試算

⚫ 贈与、不動産活用、
生保対策

ご提案

家計財産簿（簡易版）

家計財産簿（詳細版）

⚫ 作成する家計財産簿に
ついて簡易版/詳細版の
選択が可能

※詳細版の家計財産簿は
簡易版の内容を包括

⚫ 対策効果のシミュレーション
結果



ゴールベースウェルスマネジメントと従来の現代ポートフォリオ理論の違い
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i. 単一の投資期間:

現代ポートフォリオ理論（MPT）では、すべての投資家が単一の投
資期間を持っていると想定する。この制限は、複数の投資期間と
複数投資目標を持っているほとんどの富裕層投資家にとっては、
非現実的前提。

ii. 狭義のリスクの定義:

MPTは、リスクを標準偏差で表す。その代わりに、富裕層の個人や
家族は特定の投資目標が達成できない可能性をリスクと定義す
る方が容易に理解できる。
(例)退職後、月額35万円の生活費が達成できない可能性5％未満

90歳時、相続税1,500万円が支払えない可能性65％

iii. 投資目的の優先順位の決定

個人の複数の投資目的について、優先順位を付ける。



ゴールベース戦略に基づくアセットアロケーションの考え方 － 総括
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それぞれのイベント
及び

ゴールを描く

①

②

適切な
ポートフォリオを

構築する

③

自分の希望に
合致する予想かを

判断する

④

ポートフォリオ全体
を管理する

⑥

⑤

それぞれに必要な資金を
金額で表示して

優先順位を付ける

What-if分析により
それぞれのゴールの優先
順位、金額を変更する
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Design Your Goalは、人生100年時代において、お客様の人生におけるさ
まざまなイベントを実現するため、いかに行動し、いかに投資し運用すべ
きかを指し示す、ファイナンシャルプランニングシステムです。

お客様が将来実現したいと考えるイベントは、大きく分けて3つのタイプに
分類されます。

① 人間が一生涯の生活をするなかで最低限必要とする生活費

② 余裕があれば実現したい支出イベント

③ お子様達など次世代にできれば残したいと考える資金

当システムは将来の夢を3つのゴールに分け、優先順位を付け、
その実現可能性を確率的に予想するゴールベースプランニングを実行
します。

Design Your Goalとは
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ケース
太田 一郎氏

上場会社従業員 55歳 妻 由紀子 53歳 長男 27歳 長女 25歳
年収1,100万円 退職一時金1,200万円

保有資産 現預金 1,000万円
国内株式投信 204万円
国内株式 568万円
外国債券 500万円

外国株式投信 1,637万円

終身保険 3,500万円
定期保険 3,000万円
自宅 2,490万円

（小規模宅地特例適用後）
その他土地 3,716万円
建物 1,250万円

希望
・退職後35万円の生活費確保（90歳まで）
・ゴルフ 毎月5万円
・海外旅行 5年毎250万円
・70歳時 1,500万円の修繕
・子供に2,000万円の資金を残したい

今相続が発生すると

一次相続税 ６２５万円

二次相続税 １,１９６万円

計 １,８２２万円
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ライフプランの目標 家族に残したい資金
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ライフプランの目標 最低限必要とする生活費
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余裕があれば実現したいイベント支出の優先順位
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モンテカルロ法による金融資産の将来運用可能性予想
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イベントの達成可能性シミュレーション
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What-if 分析
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①ポートフォリオを変更したら ③希望老後生活費・イベント支出予算を変更する
②投資額を変更する ④イベントの優先順位を変更する

イベントの達成可能性はいかに変化するか？
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ご清聴ありがとうございました


